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警察・常備消防が
　　　　　浪江に常駐

浪江小学校　修・卒業証書授与式

３月20日、浪江小学校（二本松

市）で修・卒業証書授与式が行われ

ました。

５名の卒業生は「つらいこと、苦

しいことがあっても、目標に向かっ

てしっかりと歩んで行きたいと思い

ます」と決意を述べ、学び舎をあと

にしました。

４月１日より、双葉警察署浪江分庁舎と浪江消防署臨時

庁舎が開設され、24時間体制で常駐することになりまし

た。１日には浪江分庁舎で警察署の業務再開式、２日には

サンシャインなみえで消防署の開所式が執り行われ、浪江

町内の防犯・防火体制が強化されることとなりました。

町では、警察・消防と連携し、さらに安心・安全な町と

なるよう努めてまいります。

４月２日、消防署開所式

「請戸の田植踊」（原宿口特設ステージ）

浪江町消防団に辞令
４月６日、役場大会議室において浪江町消防団の幹部辞

令交付式が行われ、佐々木保彦団長から、班長以上の幹部

に辞令が手渡されました。
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
 0243（62）4731　　　
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４月５日、６日の２日間、明治神宮

で「昭憲皇太后百年祭」が開催され、

本町から「請戸の田植踊」と「標葉神

社の浦安の舞」が参加し、明治神宮本

殿前と原宿口特設ステージにおいて、

郷土芸能を奉納しました。

これは、本年４月11日が明治天皇

の皇后であった昭憲皇太后が崩御して

百年目にあたることを記念して行われ

たもので、本町以外に被災地３県（岩

手・宮城・福島）から５つの団体が出

演しました。

明治神宮「昭憲皇太后百年祭」で郷土芸能を奉納

「標葉神社の浦安の舞」
（本殿前）

「請戸の田植踊」
（本殿前）

「標葉神社の浦安の舞」（原宿口特設ステージ）
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津島小学校　学校再開式
津島小学校は震災以降臨時休業の状態にありましたが、３年振りに再開することとなり、

４月７日に浪江小学校内（二本松市）で学校再開式が行われました。

児童を代表し、６年生の須藤隼斗くんが「３年振りに大好きな津島小学校が再開できてと

ても嬉しい。友だちにももっと戻ってきて欲しい。僕たち３人をよろしくお願いします」と

あいさつすると、横山修校長先生は「安心して楽しい学校生活を過ごしてください。少人数

だからこそできる教育がある。子どもたちのために、精一杯尽力したい」と答えました。

津島小学校には３名の児童が在籍し、授業は浪江小学校の児童と合同で行われます。

４月７日、浪江小学校（二本松市）で入学式が行わ

れ、２名が入学しました。

昨年は新入生がいなかったため、２年振りの新入生

です。

在校生を代表し、６年生の瀧美優さんが「春には楽

しい遠足や運動会があります。明日から元気に楽し

く、仲良く登校しましょう」と歓迎のことばを述べ、

新入生ははにかみながらも好奇心いっぱいの表情で、

学校生活をスタートしました。

（今年度の浪江小学校児童数：19名）

入学おめでとう　浪江小学校
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入学おめでとう　浪江中学校

子どもたちの
　　交通安全を祈って
４月４日、小田部仮設婦人部が交通安全啓発グッズとし

て手作りしたストラップを本宮市の小学生（270名）に贈

りました。

これは、郡山北警察署本宮分庁舎で行われた「春の全国

交通安全出動式」に合わせて贈ったもので、日ごろからお

世話になっている本宮市の皆さんへの感謝の気持ちと、子

どもたちが交通事故に遭わないようにとの願いが込められ

ています。

小中学校教職員　着任式
４月１日、教職員の着任式が役場二本松事務所大会議室

で行われ、28名の先生が着任しました。

転入教職員を代表し、浪江小学校長の遠藤和雄先生が「子

どもたちの未来と復興の一端を担う役割を考えて、これか

らの学校教育に取り組んでいきたい」と述べました。

現在、本町の小中学生の96％が全国各地の学校に通って

います。今後も離ればなれになった子どもたちとの繋がり

を大切にし、心のケアと保護者の思いに寄り添った教育に

取り組んでまいります。

△着任した校長先生
 右から：遠藤　和雄（浪江小）、松本　浩一（苅野小）、
　　　　　横山　　修（津島小）、鈴木　孝彦（幾世橋小）（敬称略）

　４月７日、二本松市東和文化センターで入学式が行

われ、８名が入学しました。

　新入生を代表し、小黒蓮さんが「伝統を引き継ぎながら、

何事も助け合って頑張っていきたいです」と誓いのことばを述べ、春の暖か

な陽気の中、新入生は緊張しながらも希望を胸に咲かせ、真新しい制服とと

もに、新たな学校生活をスタートしました。

（今年度の浪江中学校生徒数：25名）



有害狩猟鳥獣から
　　　町を守ります
４月８日、平成26年度の浪江町有害狩猟鳥獣捕獲隊の委

嘱状交付式が、役場二本松事務所会議室で行われました。

隊長の牛渡信吾さん（請戸）は、「町民のために一匹でも

多くのイノシシを捕獲して、町の復興につなげていきた

い」と意気込みを語りました。

今年度も、町では捕獲隊を中心に、有害鳥獣対策の取

り組みを続けていきます。

山梨県のＮＰＯ法人「悠久の郷」様より、浪江町民の皆さん
へ桜の盆栽100鉢を寄贈いただきました。今年で３回目となり
ます。４月３日には、「悠久の郷」内山利勝理事長が役場二本
松事務所を訪れ、大堀相馬焼の鉢に入った盆栽を檜野副町長に
手渡されました。大堀相馬焼協同組合の半谷秀辰組合長も同行
されました。
今回浪江町に桜の盆栽をご寄贈くださったＮＰＯ法人「悠久の
郷」さんは、東日本大震災被災地の学校に桜を植える活動を実
施されています。浪江の伝統工芸、大堀相馬焼の鉢に入った桜
の盆栽をネットで販売、購入１鉢につき桜の苗木１本が植樹さ
れる「100万本の開花宣言」プロジェクトを展開中です。
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３月９日、株式会社本宮烏骨鶏（代表取締役　津守義
忠）様から「町民の皆さんの健康づくりのサポートに」
と、本宮市内の仮設住宅居住者に、栄養補助食品として
粉末粒状卵油をいただきました。

４月１日、埼玉県議会議員６名（島田正一様、石渡豊様、
畠山稔様、中屋敷慎一様、新井一徳様、岡地優様）からふる
さと納税をいただきました。役場二本松事務所で町の状況に
ついて説明を受けた後、浪江の立ち入り視察もされました。

３月17日、栃木県宇都宮市在住の四辻隆志様から浪江
町の復興に向けた熱いメッセージが書かれた国旗（寄せ
書き）を寄贈いただきました。
四辻氏は、震災以来、マラソンを通して福島県の市町村
を１つずつ復興支援するボランティア活動を個人的に行っ
ており、さまざまな大会に参加して沿道で応援してくださ
る方々にも福島の復興を訴えながら走り続けています。

３月14日、長野県伊那商工会議所様から義援金をいた
だきました。同会議所青年部のみなさんが復興支援リスト
バンドを制作・販売し、その売上げをご寄附いただいたも
ので、今回が３回目となります。今回は浪江の立ち入り視
察もされました。
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